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 事業概要 

在来ヘリコプタの約 2 倍の最⾼⾶⾏速度の達成を⽬指した複合ヘリコプタ概念の技術研究開発. 全
機システムの成⽴性を含め, 空⼒抵抗の⼤幅な低減と最適なロータ形状の設計などの技術課題に取り
組んでいる. 

 
 JSS2 利用の理由 

4 つのロータを有する新規⾼速回転翼機の全機解析は多くのメモリと⻑時間の解析を必要とし, JSS2
のような⼤型スーパーコンピュータが不可⽋である. 

 

 今年度の成果 

全機模型の⾵洞試験を実施し, 全機 CFD 解析⽤の検証データを取得した. さらに空⼒抵抗の重要な
構成部分であるロータと主翼の空⼒⼲渉について, 詳細な解析を実施し, 空⼒抵抗増加の度合いを把
握した. また, ロータブレードの最適設計を実施した. 図 1 に⾵洞試験中の⾼速回転翼機概念模型の写
真を⽰す. 図 2 に全機解析の流れ場の⼀例を⽰す. 

 

高速回転翼機技術研究 
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図 1: ⾵洞試験中の⾼速回転翼機概念模型の様⼦ 

 
 

 
図 2: 全機模型周りの CFD 解析例 
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 JSS2 利用状況 

 計算情報 
 

 

 利⽤量 

総資源に占める利⽤割合※1 (%)：0.77 
     
    内訳 

計算資源 
計算システム名 コア時間(コア・h) 資源の利⽤割合※2 (%) 

SORA-MA 1,221,581.65 0.15 
SORA-PP 342,839.46 2.74 
SORA-LM 0.00 0.00 
SORA-TPP 464,168.85 33.95 

 
ファイルシステム資源 

ファイルシステム名 ストレージ割当量(GiB) 資源の利⽤割合※2 (%) 
/home 133.51 0.14 
/data 6,510.42 0.11 
/ltmp 759.55 0.07 

 
アーカイバ資源 

アーカイバシステム名 利⽤量(TiB) 資源の利⽤割合※2 (%) 
J-SPACE 0.00 0.00 

 
※1 総資源に占める利⽤割合：3 つの資源(計算,ファイルシステム,アーカイバ)の利⽤割合の加重平均 
※2 資源の利⽤割合：対象資源⼀年間の総利⽤量に対する利⽤割合 
 

プロセス並列⼿法 ⾮該当 
スレッド並列⼿法 OpenMP 
プロセス並列数 1 
１ケースあたりの経過時間 240 時間 
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